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も
の
づ
く
り
の
伝
統
と
革
新
に
触
れ
る

建
設
・
不
動
産
業
部
会
視
察
見
学
会

　

建
設
・
不
動
産
業
部
会（
本
間
達
郎
部
会
長
）

は
、９
月
９
日
に
視
察
見
学
会
を
実
施
し
ま
し

た
。今
回
は
、「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
燕
三
条
で

伝
統
と
革
新
に
触
れ
る
」と
い
う
テ
ー
マ
の
も

と
燕
三
条
方
面
の
企
業
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
問
し
た「
三
条
鍛
冶
道
場
」で
は
、

実
際
に
参
加
者
全
員
で
鍛
冶
体
験
を
行
っ
た

ほ
か
、今
春
完
成
し
た
三
条
市
の
公
共
施
設
で

あ
る「
ス
テ
ー
ジ
え
ん
が
わ
」や
同
館
内
レ
ス

ト
ラ
ン
の「
三
条
ス
パ
イ
ス
研
究
所
」、ま
た
燕

三
条
の
み
な
ら
ず
新
潟
を
代
表
す
る
企
業
で

あ
る「
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
」や「
玉
川
堂
」で
、担
当

者
の
詳
し
い
説
明
を
受
け
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
、設
備
、商
品
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

「
外
国
人
旅
行
者
か
ら
見
た

新
潟
の
魅
力
と
は
」

～
観
光
業
部
会
～

　

観
光
業
部
会（
星
野
佳
人
部
会
長
）は
、９
月

26
日
に
部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
新
潟

経
営
大
学
観
光
経
営
学
部
専
任
講
師
の
バ
ロ

リ
・
ブ
レ
ン
デ
ィ
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
外
国

人
旅
行
者
か
ら
見
た
新
潟
の
魅
力
・
こ
れ
か
ら

持
続
可
能
な
観
光
を
考
え
よ
」と
題
し
た
講
演

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

バ
ロ
リ
氏
は
外
国
人
旅
行
者
が
日
本
を
訪

れ
る
目
的
や
、新
潟
を
訪
れ
て
不
満
に
感
じ
る

部
分
な
ど
を
挙
げ
、言
語
や
通
貨（
外
貨
両
替
）

の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
唱
え

ま
し
た
。

　

ま
た
、旅
行
者
を
継
続
し
て
呼
び
込
む
た
め

に
は
県
内
で
生
活
し
て
い
る
外
国
人
に
よ
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
口
コ
ミ
が
有
力
で
あ
り
、そ
の
た
め

に
も
ま
ず
は
地
元
の
人
間
が
な
ぜ
新
潟
に
来

て
欲
し
い
の
か
を
理
解
し
説
明
で
き
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」で

暮
ら
し
や
ビ
ジ
ネ
ス
が
変
わ
る
！

情
報
・
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
講
演
会

　

９
月
26
日
、
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
（
野

沢
慎
吾
部
会
長
）は
、㈱
日
本
総
合
研
究
所
の

野
村
敦
子
氏
を
講
師
に
招
き
、「『
フ
ィ
ン
テ
ッ

ク
』で
暮
ら
し
が
変
わ
る
、ビ
ジ
ネ
ス
が
変
わ

る
～
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
使
い

こ
な
す
か
～
」と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。（
参
加
者
44
名
）

　

野
村
氏
は
、「
金
融
に
I
T
技
術
を
活
用
す

る『
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
』に
よ
っ
て
、金
融
サ
ー
ビ

ス
・
商
品（
＋
事
業
者
）の
選
択
肢
拡
大
や
金

融
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上
、金
融
に
か
か
る

コ
ス
ト
の
削
減
が
期
待
さ
れ
る
」と
解
説
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
は
、海
外
か
ら
の
渡
航
者
数
の
増
加
が
予
想

さ
れ
、言
語
や
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
壁
を
乗
り
越

え
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な
り
、フ
ィ

ン
テ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
の
大
き
な
転
換
期
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
、リ
ス
ク
を
正
し
く

理
解
し
て
賢
く
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
解
説
し
ま
し
た
。

組
織
力
の
強
化
に
向
け
て

～
商
業
部
会
を
開
催
～講演をする杉山氏

　

商
業
部
会（
小
島
和
夫
部
会
長
）は
、９
月
29

日
に
部
会
を
開
催
し
、作
家
・
営
業
力
強
化
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
杉
山
大
二
郎
氏
か
ら
、「
最

強
の
組
織
づ
く
り
～
部
下
の
や
る
気
を
最
大

化
す
る
、最
強
の
チ
ー
ム
創
り
～
」と
題
し
て

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

杉
山
氏
は
、自
身
の
営
業
職
で
の
経
験
を
踏

ま
え
、成
果
を
出
し
て
い
く
に
は
、「
覚
悟
を
持

つ
」こ
と
と
、「
リ
ス
ク
を
は
か
り
、正
し
い
仕

組
を
理
解
す
る
」こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
、部
下
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
お
い
て

は
、結
果
に
対
す
る
指
摘
で
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
低
下
に
つ
な
が
る
た
め
、計
画
の
立
て
方

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
説
明

し
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換

～
平
成
28
年
度
第
２
回
政
策
委
員
会
～

　

政
策
委
員
会（
曽
山
稔
委
員
長
）は
、９
月
６

日
に
本
年
度
第
２
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、過
去
に
委
員
会
で
も
取
り
組
ん
だ

空
港
ア
ク
セ
ス
問
題
に
関
し
て
、新
潟
県
空
港

課
よ
り「
新
潟
空
港
の
ア
ク
セ
ス
改
善
に
係
る

調
査
結
果
」に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
あ
と
、

今
後
の
委
員
会
活
動
で
取
り
上
げ
る
内
容
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
委
員
か
ら
は
、現
状
の
新
潟
の
課
題
を
踏

ま
え
た
様
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、

今
後
は
２
、３
の
候
補
に
絞
っ
た
う
え
で
、最

終
的
な
テ
ー
マ
を
決
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て
研
究

～
企
業
経
営
委
員
会
～

　

企
業
経
営
委
員
会（
佐
藤
紳
文
委
員
長
）

は
、９
月
12
日
に
第
４
回
委
員
会
を
開
催
し

　

本
年
は
、新
潟
商
工
会
議
所
の
役
員
・
議
員

改
選
期
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、９
～
10
月
に
開

催
さ
れ
る
各
部
会
に
お
い
て
、正
副
部
会
長
及

び
２
号
議
員（
部
会
選
出
）の
選
任
を
行
っ
て

い
ま
す
。新
た
に
選
任
さ
れ
た
方
々
に
つ
い
て

は
会
報
11
月
号
に
掲
出
予
定
で
す
。

スノーピーク本社前にて
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会議所の き動

ま
し
た
。

　

当
日
は
、㈱
日
本
総
合
研
究
所
調
査
部
上

席
主
任
研
究
員
の
西
沢
和
彦
氏
か
ら「
社
会

保
障
制
度
の
現
状
と
課
題
」に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

西
沢
氏
は
、「
社
会
保
険
料
は
広
義
の
税
で

あ
り
、企
業
負
担
を
ト
ー
タ
ル
で
検
討
す
る

上
で
も
、税
制
と
社
会
保
険
料
を
一
体
的
に

議
論
す
べ
き
で
あ
る
。ま
た
、企
業
に
と
っ

て
、社
会
保
険
料
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
も
の
の
、増
税
時
と
異
な
り
価
格
に
転
嫁

し
に
く
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

新
潟
商
工
会
議
所
女
性
会

創
立
15
周
年
記
念
講
演
会
を
開
催

“
仕
事
を
通
し
て
品
格
あ
る
自
分
作
り
”

　

新
潟
商
工
会
議
所
女
性
会（
竹
林
昭
代
会

長
）は
９
月
16
日
、市
内
ホ
テ
ル
に
お
い
て「
女

性
会
創
立
15
周
年
記
念
講
演
会
・
懇
親
パ
ー

テ
ィ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
㈱
吉
香
取
締
役
会
長
の
吉き
っ
か
わ川

稻い
ね

氏
が「
起
業
か
ら
37
年
・
そ
の
体
験
か
ら
学

ん
だ
事
～
仕
事
を
通
し
て
品
格
あ
る
自
分
作

り
～
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

　

吉
川
氏
は「
事
業
で
部
下
に
裏
切
ら
れ
、
倒

産
の
危
機
に
直
面
し
た
際
、自
身
の
心
を
表
す

か
の
よ
う
に
身
近
な
蘭
の
花
が
全
て
枯
れ
落

ち
た
。そ
し
て
、人
間
は
生
か
さ
れ
て
い
る
存

在
で
あ
る
と
い
う
感
謝
の
思
い
に
気
付
い
た

時
、不
思
議
と
仕
事
が
順
調
に
回
り
始
め
た
」

と
し
た
上
で
、「
何
事
も
自
分
の
思
い
が
現
実

を
作
り
、無
私
の
思
い
で
人
に
接
す
る
事
が
で

き
た
ら
世
の
中
も
大
き
く
変
わ
る
の
で
は
な

い
か
」な
ど
、自
身
の
体
験
を
交
え
て
語
り
ま

し
た
。

２
０
１
６ 
Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ

オ
フ
ィ
ス
・
ア
ー
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
開
催
中
！

　

東
大
通
か
ら
柾
谷
小
路
間
に
面
し
て
い
る

シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
等
に
、
公
募
に
よ
り
選

考
し
た
ア
ー
ト
作
品
を
展
示
す
る
、

「
N
I
I
G
A
T
A 

オ
フ
ィ
ス
・
ア
ー
ト
・

ス
ト
リ
ー
ト
」
が
、
９
月
24
日
か
ら
今
年
も

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
催
初
日
に
は
、
公
開
審
査
が
行
わ
れ
、

今
年
の
受
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、

主
な
受
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
。

・
最
優
秀
賞
「
エ
ア 

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
」

（
朝あ
さ
ひ
な

比
奈
秀ひ

で
お男
さ
ん
・
東
京
都
在
住
）

・
新
潟
商
工
会
議
所
特
別
賞
「
酒
の
起
源
」

（
鎌か
ま
た田

理り

き喜
さ
ん
・
東
京
都
在
住
）

　

展
示
期
間
は
10
月
23
日
ま
で
。
合
計
25
作

品
が
、
新
潟
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
秋
を

彩
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ア
ー
ト
作
品

を
見
な
が
ら
街
歩
き
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（http://w

w
w

.city.niigata.lg.jp/
kanko/bunka/offi

ce-art/

）

第
41
回
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

～
商
工
ク
ラ
ブ
～

　

当
所
会
員
の
親
睦
団
体
で
あ
る
商
工
ク
ラ

ブ（
理
事
長
：
高
橋
秀
松
副
会
頭
）は
、９
月

28
日
、新
発
田
市
の
紫
雲
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に

お
い
て
第
41
回
商
工
ク
ラ
ブ
ゴ
ル
フ
大
会
を

参
加
者
19
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

優
勝
は
長
岡
信
介
氏（
ア
ク
サ
生
命
㈱
新

潟
支
社
）、
準
優
勝
は
山
口
浩
二
氏（
㈱
新
潟

米
山
薬
品
）、
第
３
位
は
野
口
一
則
氏（
㈱
シ

ア
ン
ス
）と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
後
は
表
彰
式
と
懇
親
会
を
別
会
場

に
て
開
催
し
、順
位
発
表
や
抽
選
会
な
ど
で

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

※
当
ク
ラ
ブ
で
は
、12
月
19
日（
月
）に
年
忘

れ
商
工
ク
ラ
ブ
ま
つ
り
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
商
工
ク
ラ
ブ（
年
会
費

８
千
円
・
入
会
金
２
千
円
）に
ご
加
入
い
た
だ

き
、ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
担
当
：
総
務
課
）
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吉川氏の体験談を聞く女性会メンバー


